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産学連携学会第17回大会【奈良大会】

会　期：2019 年6月2 0日（木）・21 日（金）
会　場：奈良県文化会館（〒 630-8213 奈良県奈良市登大路町 6-2）

ご参加の皆さまへ
１．発表要領

■ 一般講演・オーガナイズドセッション（A・B 会場：奈良県文化会館 2 階、D ～ 
F、S会場：奈良県文化会館 1 階）
１） 講演番号は、日付、発表会場、セッション開始時刻、発表順の各英数字で構成
しています。
例 0620A1330-1 発表日：6月 20 日、会場：A、セッション開始：13 時 30 分、発
表順：1

２）一般講演は以下の時間で構成される個別口頭発表形式で行います。
　　発表時間 12 分　討論時間 3分　計 15 分
３）オーガナイズドセッションの時間配分は座長に一任しております。
４） 発表終了１分前にベルを１回、発表終了時にベルを２回鳴らします。討論終了

時にはベルを３回鳴らします。十分な議論ができるよう、発表は 12 分以内に収
めてください。

５）発表時の PC操作は各自で行ってください。

■ポスターセッション（P 会場：奈良県文化会館１階展示室 A・B）
１）ポスターのサイズは縦 160cm ×横 90cm 以内とします。
２） 出展者は各自ポスターを会場へ持参し、6 月 20 日（木）9 時から 10 時までに所
定の場所に展示してください。当日、ポスターの左上の角（縦 12cm×横 22cm）
に講演番号を貼付します。

３） ポスターは原則として大会期間中継続して展示します。セッションは 6月 21日
（金）午後 16 時 30 分に終了します。セッション終了後、出展者は各自ポスター
を撤去してください。この後、残っているポスターは事務局で処分いたします。

４） 6 月 21 日（金）12 時 30 分から 13 時 30 分の間をコアタイムとします。この間
発表者はポスター前に待機してください。

２．座長の方へのお願い
１）担当するセッションの開始時間 10 分前までに会場へお越しください。
２）タイムキーパーと共に、講演者に対し発表・進行の時間厳守を促してください。
３） キャンセルされた講演がある場合には次の講演を行い、討論の時間配分で調整
してください。
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３．昼食について
お弁当を１日目は奈良県文化会館１階ロビーにて、２日目は休憩室（２階展示室 
C）にて販売予定です。お弁当等は休憩室（２階小ホール）にて召し上がっていた
だけます。但し、ランチョンミーティングご参加の方はお弁当を入り口でお受け
取りいただき、ランチョンミーティング会場にてお召し上がりいただけます。

４．情報交換会
■日時 6月 20日（木）18:30～ 20:00
■会場 奈良ホテル

〒 630-8301 奈良県奈良市高畑町 1096　　TEL：0742-26-3300
大会会場から情報交換会場まではバスによる送迎をご用意しております（奈良
交通提供）

５．大会運営
■大　会　長：蓮花　一己　帝塚山大学　学長
■実行委員長：菅　万希子　帝塚山大学　学長補佐
■大会事務局：産学連携学会第17回大会実行委員会事務局　菅・荒木・多賀

〒 631-8501 奈良県奈良市帝塚山 7-1-1
TEL：0742-48-9122（大学代表）
E-mail：sangaku2019@tezukayama-u.ac.jp
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全体プログラム

開会式

【日　時】6月20日㈭9:00～ 9:30
【会　場】S会場（奈良県文化会館国際ホール）

特別講演

【日　時】6月20日㈭9:30～ 10:50
【会　場】S会場（奈良県文化会館国際ホール）
【講　師】 一般財団法人日本総合研究所会長／多摩大学学長／帝塚山大学特別客員教授 寺島 実郎 氏
【テーマ】ジェロントロジーへの体系的挑戦 ―超少子高齢化社会の地域経営―

シンポジウム

【日　時】6月20日㈭11:00～ 12:30
【会　場】S会場（奈良県文化会館国際ホール）
【テーマ】超少子高齢化社会の地域経営と産学連携 ―新たなニーズと新産業ネットワーク―
【概　要】 日本全体で急速に進む少子高齢化は、従来の社会システムでは対応ができません。

安心で活力ある社会の実現には、新ニーズ発掘と新産業創出と、何より新社会シス
テムを見据えたネットワーク形成が不可欠です。このシンポジウムでは、産官学
ネットワーク形成による明るい未来にむけた展望を議論します。

◯パネリスト 　 森　雅彦  ＤＭＧ森精機株式会社 代表取締役社長
寺島実郎   一般財団法人日本総合研究所会長／多摩大学学長／

帝塚山大学特別客員教授
倉橋孝壽   近鉄不動産株式会社代表取締役社長／近鉄グループホー

ルディングス株式会社取締役（於：2019年6月20日）
 蓮花一己  帝塚山大学学長

◯コメンテーター 山崎知巳 経済産業省 技術振興・大学連携推進課 大学連携推進室長
久納寛子   農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課 産学連携室長

◯モデレーター 菅万希子  帝塚山大学 学長補佐

ランチョンミーティング

【日　時】6月20日㈭12:30～ 13:30
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）
【テーマ】地域の強みを生かす産学連携
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【概　要】 奈良県は製造業を中心として、中小企業の割合が高いという特徴をもちます。県
内に多くの会員をもつ奈良県中小企業家同友会と、奈良先端科学技術大学院大学、
奈良女子大学、奈良教育大学、奈良県立大学、奈良工業高等専門学校の産学連携の
最前線の担当者が一堂に会し、昼食を食べながら奈良の地域性と強みを生かした産
学連携の課題やあり方、今後の展開について、議論します。

◯座長  石塚悟史 高知大学 教授／次世代地域創造センター センター長
◯パネリスト（五十音順）

伊藤忠通 奈良県立大学 学長
久保浩三  独立行政法人工業所有権情報・研修館 理事長／前 奈良先端科

学技術大学院大学 産官学連携推進部門長
中村秀美 奈良工業高等専門学校 教授／専攻科長・校長補佐（研究推進担当）
平山雅英 奈良県中小企業家同友会 代表理事
藤原素子 奈良女子大学 教授／副学長（研究・情報担当）
宮下俊也 奈良教育大学 教授／副学長

一般講演

【日　時】6月20日㈭ 13:30～ 17:30
6月 2 1日㈮  　9:00 ～ 16:30

【会　場】A ～ F 会場（奈良県文化会館 1 階第 1 ～第 3 会議室、2 階小ホール・集会室）

ポスターセッション・企業ブース

【日　時】6月20日㈭ 10:00～ 17:00
6月 21日㈮ 10:00～ 16:00
コアタイム 21 日 12:30 ～ 13:30

【会　場】P 会場（奈良県文化会館 1 階ロビー、展示室 A・B、特別展示室）

オーガナイズドセッション

①超高齢社会におけるモビリティの展開
座長・オーガナイザー：蓮花一己（帝塚山大学）
【日　時】6月20日㈭13:30～ 15:00
【会　場】S会場（奈良県文化会館国際ホール）

②産学官連携リスクマネジメント
座長・オーガナイザー：飯田香緒里（東京医科歯科大学）
【日　時】6月20日㈭14:45～ 16:15
【会　場】B会場（奈良県文化会館2階集会室A）

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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③オープン・イノベーションの真髄に迫るパネルデイスカッション
座長・オーガナイザー：松本毅（Japan Innovation Network（JIN））
【日　時】6月20日㈭15:15～ 16:45
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）

④AMED企画セッション　アカデミア発の医薬品シーズ実用化に向けたパートナリング戦略
座長・オーガナイザー：岩谷一臣（日本医療研究開発機構（AMED））
【日　時】6月21日㈮9:00～ 10:30
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）

⑤ “出口 ”を意識した “入口 ”支援の在り方
座長・オーガナイザー：馬場大輔（新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO））
【日　時】6月21日㈮10:45～ 12:15
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）

⑥MBT（医学を基礎とするまちづくり）
座長・オーガナイザー：細川洋治（奈良県立医科大学）
【日　時】6月21日㈮13:30～ 15:00
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）

⑦大学・研究機関の企業と協働する産学連携プラットフォームの役割と取り組み
座長・オーガナイザー：内田史彦（筑波大学）
【日　時】6月21日㈮13:30～ 15:00
【会　場】B会場（奈良県文化会館2階集会室A）

定期総会

【日　時】6月20日㈭17:40～ 18:00
【会　場】A会場（奈良県文化会館2階小ホール）

情報交換会

【日　時】6月20日㈭18:30～ 20:00
【会　場】奈良ホテル

〒630-8301　奈良市高畑町1096
※大会会場からバスによる送迎をご用意しております（奈良交通提供）
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発表プログラム

一般講演・オーガナイズドセッション一般講演・オーガナイズドセッション

6月20日㈭第1日目　Ｓ会場　13：30～ 15：00

オーガナイズドセッション 13：30～ 15：00
超高齢社会におけるモビリティの展開

座長：蓮花一己

オーガナイザー：蓮花一己（帝塚山大学）

0620S1330-1 自動運転のもたらすモビリティ社会と産学連携
〇安部勝也(国土交通省道路交通管理課高度道路交通システム推進室)

0620S1330-2 高齢者への運転支援と自動運転の将来
〇二宮芳樹(名古屋大学未来社会創造機構モビリティ領域特任教授)

0620S1330-3 高齢者への教育と運転支援
〇多田昌裕 (近畿大学理工学部情報学科准教授 )

0620S1330-4 ドライバーへのセンサリングと支援
〇佐藤尚良 ( オムロンソーシアルソリューションズ株式会社
社会ソリューション事業本部モビリティー事業統括部SE専門職 )  

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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6月 20日㈭第1日目　A会場　15:15～ 16:45

オーガナイズドセッション 15:15～ 16:45
オープン・イノベーションの真髄に迫るパネルデイスカッション

座長：松本毅

オーガナイザー：松本毅（Japan Innovation Network（JIN））

0620A1515-1   技術ビジョンの実現に向けたオープンイノベーションの挑戦
○野々村一志 ( 西日本旅客鉄道株式会社鉄道本部 技術企画部 次長 
兼 オープンイノベーション室長）

0620A1515-2   オープン・イノベーションの仕組み創りとその変革
○福山勝実 ( サントリーグローバルイノベーションセンター株式会
社　研究推進部　上席研究員 )

0620A1515-3   バイエルのオープン・イノベーション　～京都大学との創薬提携
○八代好司 ( バイエル薬品株式会社　オープンイノベーション
センター　シニアアライアンスマネジャー )
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6月 20日㈭第1日目　B会場　13:30～ 17:30

産学連携プロジェクト (1)　座長：林聖子　 13:30～ 14:30

0620B1330-1 熊本大学における産学連携制度の改革
〇緒方智成 (熊本大学 )

0620B1330-2 浜松地域における医工連携の事例分析および課題と考察
〇天野優子 (浜松医科大学 )

0620B1330-3 「ゲノム編集」の産学連携を広島から世界へ！
〇奥原啓輔 (広島大学 )

0620B1330-4 自治体と共同で行う臨床研究実施上の問題－事例紹介－
〇岡本恭一 (高知大学 )

オーガナイズドセッション 14:45～ 16:15
産学官連携リスクマネジメント　

座長：飯田香緒里

オーガナイザー：飯田香緒里（東京医科歯科大学）

0620B1445-1 組織的な産学官連携リスクマネジメント（オーガナイズドセッション・座長）
〇飯田香緒里 (東京医科歯科大学 )

0620B1445-2 （オーガナイズドセッション）産学官連携リスクマネジメント
〇網中裕一(東京医科歯科大学 統合研究機構 産学連携研究センター )

0620B1445-3 産学官連携リスクマネジメント
○川澄みゆり ( 東京医科歯科大学 )・網中裕一 ( 東京医科歯科大
学 )・鬼頭雅弘 ( 名古屋大学 )・狩野幹人 ( 三重大学 )

0620B1445-4 名古屋大学における安全保障輸出管理の取組み
〇鬼頭雅弘 (名古屋大学学術研究・産学官連携推進本部 )

0620B1445-5 リスクマネジメントを考慮したABS対応－三重大学における研究
分野毎の特徴－
〇狩野幹人 (三重大学　地域イノベーション推進機構 )

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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知的財産 (1)　座長：李 鎔璟　 16:30～ 17:30

0620B1630-1 価値デザイン社会の実現に向けた政策の推進～経営デザインシー
ト・産学連携における活用～
〇高橋佳子 (内閣府知的財産戦略推進事務局　参事官補佐 )

0620B1630-2 関西以東21国立大学法人の知財分析 (1) 出願技術分野分析
〇倉増敬三郎、川﨑紀予子 ( 倉増総合特許事務所 )・佐原隆一
(SAHARA特許商標事務所 )

0620B1630-3 関西以東21国立大学法人の知財分析 (2) 権利化状況分析
〇倉増敬三郎、川﨑紀予子 ( 倉増総合特許事務所 )・佐原隆一
(SAHARA特許商標事務所 )

0620B1630-4 知的財産情報を活用した医療現場ニーズとシーズの効率的なマッチ
ングの試み（第２報）
〇富畑賢司、穴井博文 (大分大学 )・中西淑人、小嶋章夫 (株式会社
パソナナレッジパートナー )
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6月 20日㈭第1日目　Ｄ会場　13:30～ 17:30

組織間連携 (1)　座長：飯田香緒里　 13:30～ 14:30

0620D1330-1 新潟における産学官民による留学生のアイデアソン
〇耿林恵、Ha Xuan Tao、大塚晃、唐木宏一、杉本等 (事業創造大
学院大学 )

0620D1330-2 「広島大学産学官連携推進研究協力会の活動紹介」～地域社会・地域
産業界へのさらなる貢献を目指して～
〇柳和裕、柳下宏、菅田恵理子 (広島大学 )

0620D1330-3 大学・研究機関と地域の企業が広域に連携する産学連携手法の考察
〇永井明彦､ 野村豪､ 内田史彦 (筑波大学 )

0620D1330-4 産業的・学術的に優れた成果の創出に向けた長期大型共同研究の制
度化（第1報）
〇内田史彦、金保安則 (筑波大学 )

組織間連携 (2)　座長：北村寿宏　 14:45～ 16:00

0620D1445-1 研究開発人材の地域的差異に関する調査研究（２０１８）
〇荒木寛幸 ( 文部科学省　科学技術・学術政策研究所 )・野澤一博
(愛媛大学 )

0620D1445-2 地域イノベーションシステムに関する意識の分類
〇荒木寛幸 ( 文部科学省　科学技術・学術政策研究所 )・田村彰浩
(総務省統計局 )

0620D1445-3 医学部キャンパス内で医学部と企業が対等な立場で共同研究を行う
産学連携の効果
〇仁賀建夫 (経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業
課 )・田村学(経済産業省 商務・サービスグループ 生物化学産業課 )・
桂井直子(経済産業省 商務・サービスグループ 医療・福祉機器産業室 )

0620D1445-4 産学官連携によるコワーキングスペースの運営
〇二宮保男 (山形大学 )

0620D1445-5 苫小牧地域における中小企業支援機関連携型技術経営相談窓口の取
組み
〇須田孝徳､ 長澤智明 (苫小牧工業高等専門学校 )

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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組織間連携 (3)　座長：丹生晃隆　 16:15～ 17:30

0620D1615-1 地域資源を活用する中小企業のダイナミック・ケイパビリティの一
考察
○山田実加  (  名古屋工業大学  )・徳丸宜穂  (  名古屋工業大
学  )・小竹暢隆 ( 地域産業政策研究センター )

0620D1615-2 静岡県湖西市における産学官民によるマッピングパーティ
〇杉本等 (事業創造大学院大学 )・飯塚隆藤 (愛知大学 )・鈴木康之
(静岡大学 )

0620D1615-3 学金連携による水産物の地産都消の取り組み
○勝川俊雄 ( 東京海洋大学 )

0620D1615-4 地域事例－行動経済学・社会システム研究会①
〇入野和朗 (愛媛大学 )

0620D1615-5 ３つの視点からみた地域事例の分析－行動経済学・社会システム研
究会②
〇西川洋行 ( 県立広島大学 )・林里織 ( 山口大学 )・荒木寛幸 ( 文部
科学省科学技術・学術政策研究所 )・入野和朗 (愛媛大学 )
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6月 20日㈭第1日目　Ｅ会場　13:30～ 17:15

人材育成 (1)　座長：小野浩幸　 13:30～ 14:30

0620E1330-1 福知山公立大学における地域協働型教育の現状と課題
〇杉岡秀紀 (福知山公立大学 )

0620E1330-2 知財の観点からものづくりを疑似体験～知財教育の実践事例～
〇李鎔璟、陳内秀樹、佐々木通孝、木村友久 (山口大学 )

0620E1330-3 地元中小企業との協働連携型人財育成
〇佐藤三郎、平山伸、出田光太郎、江口博 ( 佐賀大学 )・平島崇志
(佐賀県中小企業家同友会 )・七田裕幸 (佐賀県ベンチャー交流ネッ
トワーク )

0620E1330-4 経済界と学界が連携した人材育成の取組み　＜サイバー適塾＞
〇水谷恒介 (サイバー適塾 )・菅万希子 (帝塚山大学 )

リエゾン活動 (2)　座長：緒方智成　 14:45～ 15:45

0620E1445-1 系統的企業訪問でコーディネート成約率は向上するか～「仮想コー
ディネート」と「研究企画書」の活用～
〇澤田芳郎 ( 株式会社シィー・ディー・アイ、（元）茨城大学 )・
福島健太郎 ( 株式会社常陽銀行、（元）茨城大学 )・鈴木裕宣、
平山太市、間宮るい、金野満 (茨城大学 )

0620E1445-2 地域コーディネータとの連携による福島県内大学の技術シーズの発信
〇丹野史典、平渡末二、横島善子、大越正弘 (福島大学 )

0620E1445-3 コーディネータのセクター間調整の能動性はその実績と相関がある
〇伊藤正実 (群馬大学 )

0620E1445-4 産学連携コーディネート活動を支援するシステムの開発
〇天野優子 (浜松医科大学 )・田中雅人 (株式会社日本医学教育技術
研究所 )

リエゾン活動 (3)　座長：馬場大輔　 16:00～ 17:15

0620E1600-1 学際的成果の創出に向けた共同研究実用化ブースト事業
○河野良治 ( 筑波大学 )・内田文彦 ( 筑波大学 )

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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0620E1600-2 マッチングのための少人数・双方向性の情報交換会 「技術コミュニ
ティラボ」の実施2
〇服部大輔 (島根大学 )

0620E1600-3 学金連携におけるシーズ集の活用
〇金子信弘、小野浩幸、二宮保男、鈴木昭一 (山形大学 )

0620E1600-4 大学等、研究成果の技術移転におけるコーデイネーターの役割
○大石博海 ( 長崎大学医学部研究高度化支援室（ＭＥＤＵＲＡ）)

0620E1600-5 大学による伴走型支援を通じた自治体ホームページ運営に関する取
り組み　- 高知県黒潮町の事例 -
〇岡村健志 ( 高知大学 )・岡本里咲、小橋賢二、今西ひとみ ( 黒潮
町 )・菊池豊 (高知工科大学 )
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6月 20日㈭第1日目　Ｆ会場　13:30～ 17:15

リエゾン活動 (1)　座長：川名優孝　 13:30～ 14:30

0620F1330-1 アイデアソンを通じた地域企業と大学の産学連携に関する取組
〇吉用武史、川村晶子 (高知大学 )

0620F1330-2 小規模事業者のうち製造業への支援事例の考察
〇田口英生、鈴木昭一、小野浩幸(山形大学工学部荒川サテライト )

0620F1330-3 POC段階で「架け橋」を担う必要性とその取り組みについて
〇橋本俊幸 (つくばグローバルイノベーション推進機構・筑波大学 )

0620F1330-4 Super Regional University ～地域連携から地域創造のステージへ～ 
〇石塚悟史 (高知大学 )

産学連携プロジェクト (2)　座長：湯本長伯　 14:45～ 15:45

0620F1445-1 産学官の連携による地域ソーシャルビジネスの価値向上
〇岩崎龍太郎 ( 九州・大学開物成務塾 )

0620F1445-2 草の根イノベーション開物成務塾の実践と今後の展開
〇南史聡 (九州・大学開物成務塾 )

0620F1445-3 震災復興をめざす電気自動車教育の実施事例
〇佐藤清忠、佐々木明宏、中島清隆、櫻井則彰、上柿早苗、
丸尾美由紀、外岡卓之 ( 盛岡広域振興局 )・佐々木明宏、櫻井則彰
(環境パートナーシップいわて )・中島清隆 (岩手大学 )・上柿早苗、
丸尾美由紀、外岡卓之 (アイーナ夜学会員 )

0620F1445-4 産学金に官を加えたクロスボーダー連携の報告　新たなネットワー
クの構築とその可能性について
〇角道裕司 (藍澤證券株式会社 )

産学連携プロジェクト (3)　座長：伊藤正実　 16:00～ 17:15

0620F1600-1 学学 (SSH-MOT) 連携活動に関する事例報告　その２
○鈴木睦代 ( 静岡大学創造科学技術大学院 )・山口剛 ( 静岡県立浜
松工業高校 )・杉本等 ( 事業創造大学院大学 )・鈴木康之 ( 静岡大
学大学院 )

17th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production
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0620F1600-2 産学連携学会活動におけるメールニュースの役割と意義についての
考察
〇湯本長伯 (社会構造設計研究所 )

0620F1600-3 産学官連携プログラムによる地域中核病院の竣工と運営フォロー
〇湯本長伯 (社会構造設計研究所 )

0620F1600-4 国立研究期間と大学との連携によるイノベーションの創出に向けた
取組（第１報）
〇野村豪、永井明彦、内田史彦 (筑波大学 )

0620F1600-5 大学における研究成果の社会実装
〇川名優孝､ 清水悦郎､ 大出剛､ 設楽愛子 (東京海洋大 )
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6月 21日㈮　第2日目　A会場　9:00～ 16:30

オーガナイズドセッション 9:00～ 10:30
AMED企画セッション　アカデミア発の医薬品シーズ実用化に向けた
パートナリング戦略 

座長：岩谷一臣

オーガナイザー：岩谷一臣（日本医療研究開発機構（AMED））

0621A0900-1　　製薬企業が求めるアカデミアシーズとパートナリングにおいて期待

0621A0900-2 アカデミアシーズをいかに導出に結びつけるか
○小川行平（東京医科歯科大学　オープンイノベーション機構ク
リエイティブアソシエイト）

0621A0900-3   知的マーケティングシステムによる効果的な技術移転に向けた取り
組み
○松岡篤子（国立大学法人九州大学　学術研究・産学官連携本部研
究推進専門員）

オーガナイズドセッション 10:45～ 12:15
“ 出口 ”を意識した “入口 ”支援の在り方

座長：馬場大輔

オーガナイザー：馬場大輔（新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO））

0621A1045-1   〇今村千早 (JST　産学連携展開部 研究支援グループ )

0621A1045-2   〇冨田直樹 (経済産業省　大学連携推進室 )

0621A1045-3   〇栗田秀臣 (株式会社ケイエスピー )

オーガナイズドセッション 13:30～ 15:00
MBT（医学を基礎とするまちづくり）

座長：細川洋治

オーガナイザー：細川洋治（奈良県立医科大学）
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0621A1330-2 奈良医大発ベンチャー第１号「ＭＢＴリンク社」について
〇梅田智広 (奈良県立医科大学　ＭＢＴ研究所、ＭＢＴリンク株式
会社 )

0621A1330-3 ＭＢＴとまちづくり
〇遊佐敏彦 (奈良県立医科大学　ＭＢＴ研究所 )

0621A1330-4 ウェアラブルセンサを用いた手指の巧緻性評価
〇大井川仁美 (奈良県立医科大学大学院　医学研究科 )

0621A1330-5 妊娠時からの子育て世代包括見守りの実証結果報告について
〇會田裕紹 (富士通株式会社 )

0621A1330-6 IoTx サテライト拠点による「生涯活躍」推進事業
〇久米陵太（凸版印刷株式会社）

大学発ベンチャー　座長：小野浩幸　 15:15～ 16:30

0621A1515-1 大学発ベンチャーの創出・活用に必要となる大学組織の関与・支援
の在り方
〇森口文博 (大阪市立大学　経営学研究科　後期博士課程 )

0621A1515-2 ＮＥＤＯと川崎市による起業家支援のワンストップ拠点の設置につ
いて
○馬場大輔・渡邉政嘉 ( 新エネルギー・産業技術総合開発機構 )

0621A1515-3 技術ベンチャーの地域エコシステム形成プロセスの可視化ー3次元
空間モデルの構築
〇村中均 (常磐大学総合政策学部 )

0621A1515-4 大学による大学発のベンチャー株式・新株予約権取得等に関する手
続きの策定
〇稲畑航平 (経済産業省 産業技術環境局　大学連携推進室 )

0621A1515-5 静岡大学発ベンチャー企業最近の傾向について
〇鈴木俊充 (静岡大学 )

0621A1330-1 ＭＢＴの概況について
〇塩山忠夫 ( 奈良県立医科大学　ＭＢＴ研究所、( 一社）ＭＢＴコン
ソーシアム )
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6月 21日㈮　第2日目　B会場　9:00～ 16:15

法令遵守　座長：狩野幹人　 9:00～ 10:00

0621B0900-1 大学における利益相反マネジメントの実態調査に関する一考察
〇新谷由紀子、菊本虔 (筑波大学 )

0621B0900-2 産学連携によるイノベーション促進に向けた医学系の利益相反管理
〇明谷早映子、岡明 (東京大学 )

0621B0900-3 改正著作権法35条施行を見据えた知財リスク管理
〇木村友久 (山口大学 )

0621B0900-4 医療分野における研究不正行為に関する意識調査の記述的評価
〇河合孝尚、佐藤俊太朗、川添百合香、宮田有紀 ( 長崎大学 )・
田中恒彦(新潟大学 )・佐藤弘基 (九州大学 )・河原直人 (九州大学病
院 )・井内健介 (徳島大学 )・野内玲 (信州大学 )・森口文博(常翔学園 )

産学連携プロジェクト (5)　座長：川崎一正　10:15～ 11:00

0621B1015-1 共同研究講座・協働研究所における産学共創ーNEXCO西日本高速
道路学共同研究講座における成果事例と今後の課題ー
〇堤浩志、田山聡、小濵健吾 (NEXCO 西日本共同研究講座 )・
鎌田敏郎 (大阪大学大学院 )

0621B1015-2 共同研究講座・協働研究所における産学共創　̶大阪大学大学院工
学研究科における展開̶
○田中敏嗣、田中敏宏 ( 大阪大学 )

0621B1015-3 共同研究講座・協働研究所における産学共創 － Hitz 協働研究所の
新たな挑戦－
〇中澤慶久、田中敏嗣、後藤芳一 (大阪大学 )

リエゾン活動 (4)　座長：石塚悟史　 11:15～ 12:15

0621B1115-1 「知」の集積と活用の場®　産学官連携協議会のご紹介
〇佐藤拓也 (農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課 産学連携室 )

0621B1115-2 地下水資源利用・管理技術研究開発プラットフォームについて
〇石田聡 ( 農研機構 )・唐常源 ( 千葉大学 )・高橋昌弘 ( 日本工営
（株）)・須加原慶久 ( 坂田電機（株）)・中里裕臣、白旗克志、土原
健雄、吉本周平 ( 農研機構 )
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0621B1115-3 SDGｓに貢献する新たな植物保護技術研究開発プラットフォーム
の設立と連携活動
〇本多健一郎、柴卓也、植原健人(農研機構　中央農業研究センター)

0621B1115-4 「Society5.0 の実現に向けたデータ駆動型ソリューション」研究開
発プラットフォームについて
田中健一、〇柴田静香、奥村健治、渡辺満、鈴木文彦、船附稚
子、樽本祐助( 農研機構 )・奥村正敏 ( 道総研 )・天野亘 ( 福島農総
セ )・塚本心一郎 ( 茨城農総セ )・田口稔幸 ( 滋賀農技振セ )・平
山誠二 ( 福岡農林総試 )

オーガナイズドセッション 13:30～ 15:00
大学・研究機関の企業と協働する産学連携プラットフォームの役割と取
り組み

座長：内田史彦

オーガナイザー：内田史彦（筑波大学）

0621B1330-1 全国の企業と大学の広域連携に向けた産学連携プラットフォーム
〇内田史彦、永井明彦、野村豪 (筑波大学 )

0621B1330-2 文理融合型産学官金連携プロジェクトの成果と課題
〇後藤英之 (小樽商科大学グローカル戦略推進センター 産学官連携
推進部門 )

0621B1330-3 ” 多能工型 ”研究支援人材育成コンソーシアムの活動について
〇伊藤正実 (群馬大学 )

0621B1330-4 「Matching HUB」と「産学連携プラットフォーム」との連携の可能性
〇中田 泰子、寺野 稔、永井由佳里　(北陸先端科学技術大学院大学 )

0621B1330-5 茨城大学の地域密着型「産学連携活動」と、「産学連携プラットフォー
ム」の利活用
〇酒井宗寿、間宮るい、園部　浩、鈴木裕宣、梶野顕明、平山太市、
鈴木義人、金野　満、尾﨑久記 (茨城大学　研究・産学官連携機構 )

0621B1330-6 名古屋工業大学における“大学知財を活かしたベンチャープロジェクト ”
〇矢野卓真・野原かほり・佐藤久美・福田雄一・江龍修(名古屋工
業大学 )
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産学連携プロジェクト (9)　座長：菅万希子　 15:15～ 16:15

0621B1515-1 間伐材イノベーションで林業復興を目指す取り組み
〇中村秀美 (奈良工業高等専門学校 )

0621B1515-2 産学官連携による「はだし靴下」の開発
〇澤島秀成 ( 奈良県産業振興総合センター )

0621B1515-3 地域振興に貢献する地域と大学との関係（第６報）～北見を例に：
自治体と大学との関係解析２～
〇内島典子 (北見工業大学 )・水野朋恵 (ファンタジーリゾート株式
会社 )

0621B1515-4 産学官共同研究による「機能性アミノ酸高含有清酒」の開発
〇大橋正孝 (奈良産業振興総合センター　バイオ・食品グループ )・
高木博史 ( 奈良先端科学技術大学院大学 )・倉本嘉文 ( 奈良県酒造組
合 )
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6月 21日㈮　第2日目　Ｄ会場　9:00～ 15:30

産学連携論 (1)　座長：山口佳和　 9:00～ 10:00

0621D0900-1 大学発ベンチャーの海外展開に向けた実践的グローバル起業家教育
○尾内敏彦 ( 筑波大学　国際産学連携本部 )・内田史彦 ( 筑波大学
　国際産学連携本部 )

0621D0900-2 産学連携成果に基づく大学ブランド商品の開発方法に関する考察
〇八神寿徳、小玉一徳 (三重大学 )

0621D0900-3 地方大学における産学連携についての考察 3
〇木村雅和 (静岡大学 )

0621D0900-4 大学発ベンチャーエコシステムの形成に向けた実践と評価（第２報）
○豆塚滋夫 ( 筑波大学 )・内田史彦 ( 筑波大学 )

組織間連携 (4)　座長：西川洋行　 10:15 ～ 11:00

0621D1015-1 産学連携による地域貢献活動事例　～札電協青年部による親子でん
きフェスティバルへの協力～
◯木村尚仁 (北海道科学大学 )

0621D1015-2 研究上の強みを活かした大学間連携：天然物からの創薬を事例にして
〇殿岡裕樹、羽賀史浩、河野恵美子、宜志富知恵子、照屋俊明 (琉球大学 )

0621D1015-3 組織対組織の産官学連携の一考察 
〇南了太 (京都大学 )

組織間連携 (5)　座長：田口幹　 11:15～ 12:15

0621D1115-1 産学金連携事業における効果に関する考察

〇伊藤慎一、臼木智昭 ( 秋田大学 )

0621D1115-3 新潟大学と金融機関との連携による地域貢献（連携支援者と研究者
の立場から）
〇川崎一正、 勝見一生 (新潟大学 )

〇松山和恭、小野浩幸、高澤由美（山形大学）、加藤博良、櫻井宏樹、 

0621D1115-2 地域金融機関と中小企業の関係性から見た学金連携

武田哲(米沢信用金庫 )
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0621D1115-4 地方大学と地域金融機関による産学連携活動について
〇山口拓也 (山形大学 )

人材育成 (4)　座長：田中敏嗣　 13:30～ 14:30

0621D13330-1 地域連携型長期PBL授業の開発
〇崎山智司、小川仁志、杉井学、星野晋、村井礼  (  山口大学  )・
徳久悟 ( 九州大学 )

0621D13330-2 商品開発研究における高齢者疑似体験の意義
〇手嶋恵美 (中村学園大学 )

0621D13330-3 学習共同体のプラットフォームとしての大学
〇小竹暢隆 (地域産業政策研究センター )

0621D13330-4 中小企業経営における産学連携の必要性
〇鈴木一広、江田英雄 (光産業創成大学院大学　)・鈴木一広 (株式
会社鈴木工芸所 )

産学連携論（3）　座長：吉用武史　 14:45～ 15:30

0621D1445-1 国立大学法人の産学連携活動の構造変化
〇野田誠一 (元　岐阜大学 )

0621D1445-2　　地域からイノベーションを恒常的に創出するシステムの確立とその
課題part2;取組事例からの考察
〇橋本俊幸 ( つくばグローバルイノベーション推進機構 )

0621D1445-3 大学ファクトブックから見た産学連携状況の考察
〇石橋史朗 (会津大学 )
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6月 21日㈮　第2日目　E会場　9:00～ 15:45

知的財産 (2)　座長：久保浩三　 9:00～ 10:00

0621E0900-1 企業との共同研究における発明の取扱い
〇小嶋豊誠 (静岡大学 )

0621E0900-2 特許調査によるマーケティングの絞込みとBtoBビジネスの明確化
〇平尾健、江田英雄 (光産業創成大学院大学 )

0621E0900-3 産学連携強化施策と知財支援施策の結合によるイノベーション創出
推進（第二報）
〇德川和久、大場浩美、大塚伸恵、内田史彦 (筑波大学国際産学連
携本部 )

0621E0900-4 産学連携と科学技術イノベーション政策におけるセグメンテーショ
ンの有用性
〇菅万希子 ( 帝塚山大学 )・鈴木紀子 ( 元帝塚山大学 )・藤井律子(大阪
市立大学 )・藤原靖也 (和歌山大学 )・加納圭 (滋賀大学 )

国際展開　座長：安田耕平　 10:15～ 11:15

0621E1015-1 Entrepreneurship Education Program with Latin American 
Universities ‒G1PEC
〇イダルゴ・マルタ、平見尚隆 (広島大学　産学・地域連携センター )

0621E1015-2 国際産学連携の課題
〇鈴木真也 (武蔵大学 )

0621E1015-3 子どものボール運動プログラムの事業展開ー大学、地域、企業との
連携ー
〇高橋豪仁 (奈良教育大学 )

0621E1015-4 日本と韓国の産学連携業績比較研究
〇小野浩幸 (山形大学 )・木村雅和 (静岡大学 )・李素 ( 信州大学 )

産学連携プロジェクト (6)　座長：内島典子　 11:30～ 12:15

0621E1130-1 地域中核企業がコアとなったバイオマス熱利用モデルの取組みに関
する考察
〇八神寿徳、松尾雄志、矢野竹男 (三重大学 )・辻保彦 (辻製油株式
会社 )・松尾雄志 (一般社団法人奥伊勢バイオサイエンスセンター )
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0621E1130-2 バイオガスによるエネルギー自立と畜産酪農業の展望
〇菊池貞雄 ( バイオマスリサーチ株式会社 )

0621E1130-3 産学官連携による食の革命と地域創生
〇中村守彦 (島根大学 )

産学連携論 (2)　座長：木村雅和　 13:30～ 14:30

0621E1330-1 データ駆動型産学官連携
〇安田耕平、須藤慎 (株式会社キャンパスクリエイト )

0621E1330-2 ｢産学連携｣ を表題中に含む研究論文の傾向に関する考察
〇山口佳和 (千葉工業大学 )

0621E1330-3 組織間連携における企業活動と属人性についての検討
〇岡田晃行、江田英雄 (光産業創成大学院大学 )

0621E1330-4 組織対組織の産学連携活動におけるマネジメントの課題
〇田中精一、湊かおる (広島大学 )

人材育成（5）　座長：崎山智司　 14:45～ 15:45

0621E1445-1 地域金融機関職員の企業目利き支援活動意識に関する研究
〇二宮隆次、金子信弘、鈴木昭一、小野浩幸 (山形大学 )

0621E1445-2 浜松の地域産学連携資源に立脚した静岡大学大学院「産業イノベー
ション人材育成プログラム」について
〇鈴木康之 (静岡大学産業イノベーションセンター )・木谷友哉 (静
岡大学産業イノベーションセンター )・福田充宏 ( 静岡大学産業イ
ノベーションセンター )・前田恭伸 ( 静岡大学産業イノベーション
センター )・岡島いずみ ( 静岡大学産業イノベーションセンター )・
早川邦夫 (静岡大学産業イノベーションセンター )・酒井克彦 (静岡
大学産業イノベーションセンター )・杉山岳弘 ( 静岡大学産業イノ
ベーションセンター )

0621E1445-3 技術者倫理教育における産学連携の必要性に関する考察
〇山口佳和 (千葉工業大学 )

0621E1445-4 産学連携　企業と学生の関わりから生まれた企業文化と収益増への
展開
〇中野愛一郎 ( 株式会社イベント２１)・菅万希子 ( 帝塚山大学 )
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6月 21日㈮　第2日目　F会場　9:00～ 15:45

産学連携プロジェクト (4)　座長：寺地祐介　 9:00～ 9:30

0621F0900-1 奈良スタディサイクリング事業の展開－県内大学生が創る奈良の未
来事業における官学連携
〇天野光生、中室好一郎、案済匡史 (奈良県立大学　地域創造学部
（３回生）)

0621F0900-2 FX トレードによる実学的な金融の学び
〇川口大輝・川元大雅・杉本貴志朗・グエン・タン・ズーン ( 帝塚
山大学経済学部：中嶋航一ゼミ )

人材育成 (2)　座長：佐藤三郎　 9:45～ 11:00

0621F0945-1 知財経営での産学連携の有効性
本山功(光産業創成大学院大学)・宇田竹信(株式会社オレンジアーチ)・
江田英雄(光産業創成大学院大学 )

0621F0945-2 中小企業経営者の「実践的中小企業経営」講座による教育を通した
産学連携事例
〇巳波弘一 (巳波会計事務所 )・菅万希子 (帝塚山大学 )

0621F0945-3 知的財産授業における試験問題の検討
〇稲岡美恵子 (東洋大学 )

0621F0945-4 小規模企業の産学官連携におけるKFSの検討
〇内山文宏、坪井昭彦、江田英雄 (光産業創成大学院大学 )

0621F0945-5 企業の知的財産活動支援方法の研究
〇渡部敏美(山形大学 )・中島健介 (山形大学 )・野田博行(山形大学 )・
小野浩幸(山形大学 )

人材育成 (3)　座長：木村友久　 11:15～ 12:15

0621F1115-1 医科大学におけるEDGE-NEXTの取組み2018
〇松浦昌宏、松浦孝範、小笠原一誠 (滋賀医科大学 )

0621F1115-2 ロボットシステムインテグレータと大学の取り組み
〇小竹暢隆 (地域産業政策研究センター )
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0621F1115-3 金属 3Dプリンタビジネスと産学連携
〇小竹暢隆 (地域産業政策研究センター )

0621F1115-4 産学連携での医療機器の標準化人材育成
〇江田英雄 (光産業創成大学院大学 )

産学連携プロジェクト (7)　座長：岩谷一臣　 13:30～ 14:30

0621F1330-1 PBL を用いた産学連携と今後の課題
〇林永周 (立命館大学 )

0621F1330-2 大都市圏における中小企業の産学連携に関する考察
〇林聖子 (亜細亜大学 )

0621F1330-3 遠隔地での調査を通じたPBLによる経済学教育
〇寺地祐介 (帝塚山大学 )

0621F1330-4 奈良県の企業間取引構造と地域活性化の考え方－奈良県中小企業家
同友会へのアンケート結果を中心に－
〇下山朗 (奈良県立大学 )

産学連携プロジェクト (8)　座長：大塚誠　 14:45～ 15:45

0621F1445-1 演題：事例発表「ファインバブル生機の用途開発 - ニーズから発し
た中小企業間の自発的ネットワーク産学連携 」
〇中井智弘(医療法人こうあん)・猫西健太郎(猫西経営労務サポート)・
石塚悟史(高知大学 )・菅万希子(帝塚山大学 )

0621F1445-2 宮崎発「キャラいも」を題材とした実践活動の取り組み―「宮崎の
おやつ」の商品化―
〇丹生晃隆 ( 宮崎大学地域資源創成学部 )・木原奈津子 ( 株式会社
イート )

0621F1445-3 地元企業と連携したProject Based Internship　　～コラボ商品
開発プロジェクト～
〇綿重早織、崎山智司、山下貴弘 ( 山口大学 )・坪野恒幸 ( あさひ
製菓 )

0621F1445-4 中山間地域農産物の高価値化による地域貢献に向けた産学官の取り
組み事例 ～ 石川県能美市「国造ゆず」を例として ～
◯森進太郎、中田泰子、永井由佳里 (北陸先端科学技術大学院大学 )・
村本志朗 (能美市役所 産業交流部農林課 )
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ポスターセッションポスターセッション

6月20日㈭　P会場 10:00～ 17:00
コアタイム  《ありません》

6月21日㈮　P会場 10:00～ 16:00
コアタイム21日 12:30～ 13:30

P-01　　　低・未利用海藻（イシモズク）を活用した共同研究・商品開発の事例紹介
〇福田覚、泉ひかり、永長一茂、嵯峨直恆 ( 弘前大学地域戦略研究所 )・
前多隼人 (弘前大学農学生命科学部 )

P-02　　　地方銀行における組織間連携によるクラウドファンディングの取り組み
〇熊田憲､ 小杉雅俊 (弘前大学 )

P-03　　　地域資源を活用した特産品の開発
〇河野勇人 (中国学園大学 )

  P-04　　　住民主体の継続可能なまちづくり
〇中島由美子 (西和サイクルツーリズムの会 )

  P-05　　　奈良最先端における産学連携の取組紹介
〇高田勝浩 ( 奈良先端科学技術大学院大学 )

P-06  　　　セルロースナノバスターを用いた熱硬化性樹脂の強化
〇笠原海帆、林啓太、中村秀美 (奈良工業高等専門学校 )

    P-07　　　亜臨界処理を用いた籾殻からの非晶質シリカの分離精製
〇紀ノ岡健、林啓太、中村秀美 (奈良工業高等専門学校 )

  P-08　　　 イオン交換 /キレート繊維を用いためっきスラッジからNi 及び Sn分離回収
システムの開発
〇山田和門、林啓太、中村秀美 (奈良工業高等専門学校 )

P-09　　　スマート農業関連実証事業の取組について
農林水産省農林水産技術会議事務局研究推進課

  P-10　　　「知」の集積と活用の場 ®　産学官連携協議会のご紹介
農林水産省農林水産技術会議事務局研究推進課産学連携室
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P-11  　　　地下水資源利用・管理技術研究開発プラットフォームについて
〇石田聡 ( 農研機構 )・唐常源 ( 千葉大学 )・高橋昌弘 ( 日本工営（株）)・須
賀原慶久 ( 坂田電機 ( 株 ))・中里裕臣、白旗克志、土原健雄、吉本周平( 農研
機構 )

P-12　　　 SDGｓに貢献する新たな植物保護技術研究開発プラットフォームの設立と連
携活動
〇本多健一郎、柴卓也、植原健人 (農研機構　中央農業研究センター )

P-13　　　 「Society5.0の実現に向けたデータ駆動型ソリューション」研究開発プラット
フォームについて
田中健一、〇柴田静香、奥村健治、渡辺満、鈴木文彦、船附稚子、樽本祐
助( 農研機構 )・奥村正敏 ( 道総研 )・天野亘 ( 福島農総セ )・塚本心一郎( 茨
城農総セ )・田口稔幸 ( 滋賀農技振セ )・平山誠二 ( 福岡農林総試 )

  P-14　　　 地域イノベーション・エコシステム形成のための組織の役割;一般社団法人
TGIの事例から
〇橋本俊幸 ( つくばグローバルイノベーション推進機構 )
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